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動物の地震予知能力に関する研究
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Abstract：　There　were　lots　of　reports　concerning　the　unusual　behavior　of　animals　before　the　Great　Hanshin

Earthquake　on　January　17，1995，　although　those　cases　were　reported　after　the　earthquake．　About　20％of　dogs

which　were　kept　at　Kobe　and　its　neighboring　areas　showed　unusual　behavior：dogs　that　seldom　barked　howled；

dogs　that　were　always　gentle　bit　their　owners　suddenly；dogs　showed　no　appetite；dogs　were　severely

fdghtened；dogs　were　eager　to　go　out　their　homes，　etc．　We　hypothesize　that　those　dogs　sensed　extraordinary

changes　in　their　unusual　environment，　for　example，　an　abnormal　production　of　electromagnetic　wave（EMW）．

In　this　study　we　exposed　the　unusual　EMW，　which　was　observed　before　the　earthquake，　to　dogs，　and　examined

the　changes　in　their　behavior　and　neuroendocrine　parameters．　Finally　we　have　found　dogs　having　the　ability　to

sense　the　EMW　observed　before　and　at　the　Great　Hanshin　Earthquake．

要　旨

　1995年1月17日に阪神・淡路大震災が発生した。

神戸市など震源地周辺で飼育されていたイヌのうち

約20％が地震発生前に異常行動を示したことが地震

発生後の調査によって報告された。本研究では，イ

ヌの示した異常行動の原因は地震前に発生する電磁

波を感知したためではないかとの仮説のもと，人工

的に発生させた電磁波をイヌに照射し，照射後の行

動および神経内分泌学的な変化を観察した。

緒　言

　近年，人のてんかん発作を事前に感知する能力を

持つイヌが発見されるなど，あらためてイヌの持つ

特殊な能力が注目されている。また，これに関連し

た興味深いデータが数多く報告されている。そのひ

とつとして1995年1月17日に発生した阪神・淡路

大震災の前に神戸市など震源地周辺で飼育されてい

たイヌのうち約20％が異常行動を示したという報告

がある。この大震災の後，地震予知について広く議

論され，動物の地震感知能力に注目が集まっている。

しかしながら，人が英知を結集し，精密機器を駆使

しても予知できない地震を，動物がどのようにして

事前に察知できるのかは全く不明である。事実は，

動物は地震前に起きたであろう観測不可能な物理化

学的現象を感知し，異常行動に及んだことである。

地震の前に発生したとされる現象に，電磁波，帯電

エアロゾルなどの異常が挙げられる。これら異常現
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表1　供試動物の詳細

個体 品種 年齢 性別 体重

クロ（K） 雑種 4歳令 ♂ 15kg

サクラ（S） シベリアン・ハスキー 7歳令 ♀ 20kg

ライナ（R） ゴールデン・レトリーバー 1歳令 ♀ 30kg

象は動物にとっての可知覚あるいは非知覚ストレッ

サーであり，それに伴う生体反応として動物が異常

行動を起こすと考えれば，地震に先立つ動物の異常

行動と異常現象との関連性を科学的に立証すること

が可能と思われる。また，イヌの地震感知能力の一

端を明らかにできれば，現在人々の生活に密着して

いるイヌが，多くの人命を救う可能性を秘め，イヌ

と人が良好な共存関係を築く一助になると考える。

この仮説に基づき，ラットに電磁波や帯電エアロゾ

ルをストレッサーとして暴露したとき，血中アドレ

ナリン濃度が減少すること，体外に摘出したウシガ

エルの八木式心臓灌流標本に電磁波を暴露したとき

心拍数が減少することを報告した（第126回日本獣

医学会）。さらに，心拍数減少のメカニズムにカルシ

ウムイオンが関連している可能性を報告した（第

133回日本獣医学会）。そこで，本研究では，地震前

に発生する電磁波を人工的に発生させ，イヌに暴露：

し，行動の変化，末梢神経活性の変化，視床下部一

下垂体前葉一副腎軸の変化等を検討することにより，

地震前兆に伴うイヌの異常行動を科学的に考察した。

材料および方法

実験1　ビーグル種成犬に対する電磁波照射の影響

　大阪府立大学獣医外科学研究室にて飼育されてい

る健常ビーグル種成犬8頭（性別♂，体重11．2～

145kg）を供試した。対照群（4頭），電磁波照射群

（4頭）の2群に分け，電磁波照射用のアンテナを設

置したケージにて飼育し，充分馴化させたのち実験

に供した。

　ケージ内に設置した直径約0．3mのループ状アン

テナより240MHz，20　V／mの連続電磁波を10分間

供試動物に照射し，以下の項目について検討した。

1．電磁波照射前後の供試犬の行動をデジタルビデオ

　カメラに録画し，行動を観察した。

2．電磁波照射前を0とし，電磁波照射後10，20，40，

70分後に採血を行い，血液中のカテコールアミ

ン類（HPLC法），コルチゾール（ELIZA法），ク

ロモグラニンA（ELIZA法），血糖値および白血

球数を測定した。

実験2様々な犬種に対する長時間電磁波照射の影響

　麻布大学動物人間関係学研究室（当時）で飼育さ

れていた3頭のイヌを供試した。各個体の詳細は表1

に示した。個体K，Sは研究室で飼育し，8時および

17時に散歩およびオビディエンス・トレーニング

（服従訓練）を行った。また，個体Rは，夜間は一般

家庭にて飼育，日中は研究室で他の2頭と共に管理

し，10時および18時に散歩およびオビディエンス・

トレーニングを行った。研究室には各個体用に木製

のケージ（60×80×80cm）が置かれ，床面には毛

布が敷かれ，ケージには十分な馴致がなされた。

　供試動物を木製ケージにて繋留し，床面の毛布の

下に設置した直径約0．3mのループ状のアンテナよ

り240MHz，10～70　V／mのパルス電磁波を照射し

た。実験は各個体面に偽照射（電源のみ入）を7日

間行い，その後8日間電磁波を照射した。個体Sお

よびKに対しては電磁波の強度は2時から8時くら

いまで強く（20～70V／m），8時から2時まで弱く

（10～20V／m）設定した（表2）。また，個体Rは16

時から18時の2時間に電磁波を照射し（表2），以下

の項目について検討した。

1．供試動物の行動をビデオカメラで撮影し（個体S，

　Kは主に2時から8時，個体Rは16時～18時），

　観察した。

2．各個体より散歩中に自然排尿された尿を1日2回

　（個体S，Kは8時，17時，個体Rは10時，19時）

　採取し，尿中のカテコールア．ミン（HPLC法）を

　測定した。
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表2電磁波照射実験中における電磁波強度（v／m）の変化

個体S 個体K 個体R

day／time 2’00～8rOO　　　8．・00～2’00 2’00～8」00　　　8’00～2’00 16．・00～1＆00

1 60　　　　　　　10 60　　　　　　　10 60

2 20　　　　　　　10 20　　　　　　　10 20

3 60　　　　　　　10 60　　　　　　　10 60

4 20　　　　　　　10 20　　　　　　　10 20

5 10　　　　　　　10 10　　　　　　　10 10

6 60　　　　　　　20 60　　　　　　　20 60

7 65　　　　　　　10 65　　　　　　　10 65

8 70 70 70

表3実験1における対照群，電磁波照射群の血液中ノルアドレナリン（NA），アドレナリン（AD），コルチゾール（Cor），

　　クロモグラニンA（CgA），血糖値（Glu），白血球数（WBC）の変化（mean±SD）。

対照群

時間（分） NA（P剖ml） AD（P9／ml） Cor（P9／m1） CgA（UIL） G1・（mg／dl） WBC（c・unts／μ1）

0 308．8±733 72．6±14．8 6．3±LO 13．2±2．2 102．5±5．4 104．3±ll．6

10 292．9±73．1 77．8±22．6 6．9±1．0 13．3±15 104．3±4．1 103．3±　9．6

20 301．2±58．3 82．6±21．4 6．7±1．0 13．4±2．1 103．0±2．9 101．8±　9．0

40 329．4±56．3 725±17．4 6．3±0．7 13．3±1．5 101．5±2．5 102．5±10．0

70 293．1±732 72．1±16．2 6．4±0．9 13．3±1．4 103．5±4．0 106．5±12．6

電磁波照射群

時間（分） NA（P9／mD AD（P9／ml） C・r（P9／ml） CgA（UIL） Glu（P9／ml） WBC（c・unts／μ1）

0 312．7±34．3 68．6±12．0 6．3±0．8 14．4±1．9 103．8±　8．8 108．3±1LO

10 333．5±63．9 66．0±13．3 6，3±0．8 15．1±1．6 101．8±　6．6 102．3±10．5

20 300．9±49．2 68．8±17．0 6．2±1．0 14．9±2．1 103．0±　7．0 109．5±17．6

40 309．1±95．2 73．1±16．4 6．5±1．0 14．8±1．8 1035±　9．2 113つ±18．7

70 336．8±78．7 70．7±　9．9 6．3±1．0 14．4±L6 101．3±IL1 114，5±19．2

結　果

実験1

　ビーグル種成犬に対し電磁波を照射した場合，対

照群と比較し行動の変化は観察されなかった。同様

に，対照群と比較した血液中カテコールアミン（ノ

ルアドレナリン，アドレナリン），コルチゾール，ク

ロモグラニンA，白血球数，血糖値において有意な

差は認められなかった（表3）。また，電磁波照射群

において電磁波照射前と比較し，電磁波照射後，行

動および血液中カテコールアミン（ノルアドレナリ

ン，アドレナリン），コルチゾール，クロモグラニン

A，白血球数，血糖値において有意な差は認められ

なかった（表3）。

実験2

個体S

　偽照射と照射実験中の行動観察において，顕著な

変化は観察されなかった。

　一方，尿中のカテコールアミン濃度は照射直後に

顕著に上昇したものの，その後大きな変化はなかっ

た（図1）。



170 麻布大学雑誌　第17・18巻　2008年

　40

　35

　30
　　　お

§
宮2。

　15

　10

　5
　0

　45

　40

　35
　ヨ　

ミ25
220

　15

　to

　5
　0

A：ノルアドレナリン

　　偽照射実験

B：アドレナリン

電確波照射実駿

0
5
3
2

　80　A：ノルアドレナリン

　70
　60
　らむ

ミ4。
9

　30
　20
　10
　　0
　　　偽照射実験　　　　　竃磁波照射実展　　　　　　　　　電嵌波照射後

　5G　B：アドしナリン
　1：

で：1

喜25

　1：

　11

　0　　　偽照」ヨ実膜　　　　　胤磁波照射異験　　　　　　　　　竃磁波照弱畿
　20　C；ドーパミン

　18
　16
　　　　　

ミ12
210
　　B
　　6
　　4
　　2

　0　　　偽照射実測　　　　　電礪波照射案験　　　　　　　　　竃磁波照射瑛

図2　電磁波照射による個体Kの尿中カテコールアミン濃度

　　の変化
A：ノルアドレナリン　B：アドレナリン　C：ドーパミン

　20
ミ
留15

　10

5

0

　　偽照肘実践

C：ドーパミン

電井波馬匹実験

風炉肘実蹟 竃磁波照射英族

図1電磁波照射による個体Sの尿中カテコールアミン濃度

　　の変化
A　ノルアドレナリン　B：アドレナリン　C：ドーパミン

個体K

　比較的強い電磁波に暴露中の夜間において，日中

には観察されないような後肢で体を掻く様子が頻繁

に観察された。さらに，電磁波照射実験中，照射用

のアンテナを設置しているケージを避けるような行

動が観察された。

　電磁波照射実験中の尿中ノルアドレナリン濃度は

比較的高く，照射を終えた後も高い値が持続した
（図2）。

個体R

　照射実験の初日に，偽照射実験中は観察されなか

った前肢を30秒間程度噛み続ける行動が観察され

た。しかしながら，その後の7日間の電磁波照射実

験中はそのような変化は観察されなかった。

　尿中のカテコールアミン濃度について，照射3日

目から比較的高値を示し，朝夕の高低差がなくなっ

た（図3）。

考　察

　今回，最初に8頭のビーグル種成犬を用いて実験

（実験1）を行った。電磁波の照射条件は，以前に著

者らが行ったラットに対する電磁波の照射実験およ

びウシガエル摘出心臓三流標本に対する照射実験に

おいて変化が観察された周波数（240MHz）および

電磁波強度（20V／m）を選択した。しかしながら，

この条件下ではビーグル種成犬において対照群と比

較して電磁波の照射による有意な変化は認められな

かった。このことから，イヌはこの条件の電磁波を

感知していないのか，あるいは感知していても他の

内外の刺激によってマスクされてしまったのか，と

いう疑問が生じた。具体的には，

1．実験犬（ビーグル犬）の問題：マウスやラットの

　ように「実験動物」として用いられる犬種は，ほ

　とんどがビーグル犬である。個体による違いを含

　め，イヌの特性のいくつかを喪失しているとして
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　も不思議はない。人による改良が進めば進むほど，

　電磁波異常など非日常的な物理現象を感じる必要

　性もなくなる。実際，本研究において電磁波の影

　響はまったくと言ってよいほど見られなかった。

2．飼育環境および人為的なアプローチの影響：ケー

　ジ飼育に慣れているとはいえ，自由度の低い飼育

　環境が，電磁波の影響をマスクしたことも考えら

　れる。また同様に，採血などのストレスが電磁波

　の「ストレス」を上回った可能性も否定できない。

3．電磁波照射の時間的・空間的問題：ビーグル犬を

　用いた実験では，240MHz，20　V／mをわずか10

　分間照射したに過ぎない。実際の地震の前にはも

　つと複雑で，持続的な電磁波が発生していたに相

　直ない。

　こうした問題点を最大限に考慮し，一般の家庭犬

と同様な飼育環境の中でトレーニングした動物3頭

を用いて，阪神・淡路大震災前の電磁波照射を試行

した（実験2）。すなわち，電磁波を連続波からパル

ス状の電磁波に変更し，電磁波の強度も（研究室に

人がいなくなる）夜間2時から翌朝8時置で強めの

強度（20～70V／m）を，イヌが研究室内を自由に動

くことができ，人が多数存在する日中から夜間にか

けて（午前8時から深夜2時）弱い強度（10～

20V／m）を照射した。その結果，2頭（個体R，　K）

において電磁波の照射中に通常とは異なる行動をと

ることが確認されたが，個体Sの行動の変化はなか

った。このとき，尿中カテコールアミン濃度は電磁

波照射に伴うそれぞれ特有の変化を示した。

　過去3回実施されたいずれの聞取り調査でも，イ

ヌやネコの異常行動は20～30％であり，すべての

動物が異常行動を示したわけではない。人を含む動

物の感覚論の働きは固有であり，生体反応も一様で

はない。電磁波に対する反応が多様になるのはまさ

に生物学的に当然の結果といえよう。地震の前には，

現在の科学では捉えきれない様々な地殻の変動があ

り，それらの変化を動物が前もって感知するのは，

自らの命と子孫を守るために，必須のことかもしれ

ない。本研究において，電磁波などの前兆現象を動

物が何らかの方法で感知し，異常行動に及ぶことは

あり得ると結論した。

　コンパニオンアニマルが人類に果たす役割は多様

なものであり，そうしたなかに「地震予知」の可能

性があることは，「人と動物のより良き関係」を一層

深めるものになろう。
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